
日本有数の有機産地形成を目指して

福井県 越前市
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福井県越前市ってこんなところ
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福井県越前市 全国からの交通網はどんどん便利に！

出展：越前たけふ駅周辺整備推進事業 事業実施計画書（R5.3）

福井県越前市ってこんなところ

中部縦貫自動車道
（福井県～岐阜県区間）

2026年春全線開通

北陸新幹線
2024年3月16日

金沢～敦賀 開業

国道417号 冠山峠道路
（池田町～揖斐川町）

2023年秋 開通
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福井県越前市ってこんなところ

滋慶学園学生による
平安キャラクター「紫式部」

人口 75,544人(R5.12.1)
面積 230.70㎢
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１ 紫式部と国府
「源氏物語」著者の感受性を育てた地

２ 越前和紙
世界の注目を集め、今なお進化を続ける伝統の技

３ 越前打刃物
一流料理人が圧倒的に支持する確かな相棒

４ 越前箪笥
ものづくりの伝統と進化

５ ウォーカブルなまち
旧北陸道のまち並み

６ 食のおもてなし
越前おろしそば発祥の地、越前市三大グルメ

福井県越前市ってこんなところ
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越前市の有機農業は３本の柱で推進

１規模感のある有機農業の推進

２有機栽培技術のスマート化

３有機農産物の更なる高付加価値化

メガ有機農業（ファーム広瀬方式）の水平展開
ＪＡ越前たけふの取組み

販路拡大や６次化による商品開発で儲かる農業へ

経験則を言語化し、スマート技術で誰でもできる農業へ
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農事組合法人 ファーム広瀬
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（農）ファーム広瀬 法人概要
名称： 農事組合法人 ファーム広瀬
住所： 福井県越前市広瀬町129-6-1

受託面積： ９７７,９６９㎡ 全て「有機農業」
圃場数：４５８ （平均：2,135㎡／圃場）
内訳） ①有機JAS認証： 747,828㎡

②県特別栽培認証１： 230,141㎡

作付面積： １２４.３ha （２毛作：２６.５haを含む）【2023年】
内訳） ①水稲： 61.2ha ②麦： 29.9ha

③大豆： 5.8ha ④そば： 27.0ha ⑤野菜： 0.4ha

常時従事者（年間150日以上）：８人
・常時従事者： 組合員：３人 社員：５人
・地域協力者： １０名程度（繁忙時期に従事） 9



育苗から乾燥調製まで一貫生産
しかも、全量マーケットイン（受託生産）
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１ 規模感ある有機農業（実証事業・マニュアル化）

１.２haの実証圃で広瀬方式の有機栽培を実施
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実証圃は新幹線駅前

横断幕で訴求
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実績
１ 規模感ある有機農業

１ 圃場を新幹線駅前に設置、多くの農家が視察
有機農業を広く訴求できた※Ｒ５新規参入農家８名

２ 実証圃では、品質すべて１等、収量は７.３俵/反

３ 一定のノウハウの蓄積ができた

（実証事業・マニュアル化）
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「ＪＡ越前たけふ」の有機農業の取組み

コウノトリ呼び戻す農法部会
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ＪＡ越前たけふ 有機栽培米
インセンティブ買入制度開始
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「コウノトリ呼び戻す農法」の作付面積

実績

１年で倍増‼

１ 規模感ある有機農業

１５ｈａ→３０ｈａ
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２４1ｈａ →  ２７９ｈａ
Ｒ４実績 Ｒ５

東京ドーム
約８個分の面積増

有機栽培面積 ３８ｈａの増‼

全体実績
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有機栽培面積(実績)とＲ６目標
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Ｒ５ 全耕地面積の７.７％

Ｒ６は、３１０ｈａ ８.６％へ
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雑草対策＆もみ殻堆肥化プロジェクト

専門的知見、
現場課題を踏まえ
検討会や研修会を実施

※ＪＡ越前たけふ主催
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2023年7月4日 県民福井
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２ 有機農業にスマート技術を応用（収量の増加）

・生育ステージを画像判断し、
有機農業における追肥適期を特定する実証

・カメラを設置し、画像データの収集と分析開始

協力：ＮＴＴデータ
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Ｒ６では
追肥タイミングを判断する実証を継続
・従来、追肥タイミングの判断や

食味と収量の両立は困難とされてきた

２ 有機農業をスマート技術で

有機米の収量と品質の向上につながる
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・ドローンを使った「有機肥料」の散布実証
衛星画像データとの連携も

２ 有機農業にスマート技術を応用（作業の効率化）

ファーム広瀬、福井県、クボタ本社と
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２ 有機農業にスマート技術を応用（水管理の効率化）

クボタとの打ち合わせ

クボタＷＡＴＡＲＡＳ

・有機農業における水管理の効率化・自動化
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学校給食に
「コウノトリ呼び戻す農法米」(特栽１)を導入

※市内全小中学校２４校、１週間のみ

３ 有機農産物の６次化、販売促進

272023年10月27日 福井新聞



～コウノトリブランド～
商品の拡充、商品パッケージ等補助

３ 有機農産物の６次化、販売促進
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・オーガニック食材の和膳を試作、試食会・アンケート実施

３ 有機農産物の６次化、販売促進

アンケート調査

29

・有機農産(加工)品を主とした常設販売拠点の整備



軽井沢など、
オーガニックを求める層の

多い市場を開拓

３ 有機農産物の６次化、販売促進

軽井沢町直売所での売り場の様子

有機JAS米

有機JAS米
手焼きせんべい

特栽①吟醸酒
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３ 有機農産物の６次化、販売促進（脱炭素）

市、農協、生協、社協連携
食と農の各局面で

温室効果ガス削減を目指す‼
31

2023年6月29日 日刊県民福井



３ 有機農産物の６次化、販売促進（脱炭素）

農水省の「見える化ラベル」を
ＪＡが団体申請。その総数２万枚

ＪＡ越前たけふでは、コウノトリ呼び戻す農法部会や
環境調和型農業における県認証を統一的に「団体申請」

322023年9月15日 福井新聞



３ 有機農産物の６次化（新幹線開業に合わせ）

◈ナチュラルワイナリー
・耕作放棄地５ｈａ開墾

ワイン用ブドウ栽培
・併設レストラン３月開業

カフェ
農水省
強い農業づくり総合支援交付金活用 332023年8月7日 福井新聞

◈イチゴハウス増設
併設レストラン２月開業



34

ご清聴ありがとうございました
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